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連
　
載―

―
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
た
め
の
新
シ
リ
ー
ズ
に
向
け
て

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

NEWS

チャレンジする

～挑戦者の履歴書

Someone

第㊼回

過
現
未
を
空
気
感
と
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

連載最終回

▼
は
じ
め
に

こ
れ
ま
で
２
年
間
書
き
続

け
て
き
た
こ
の
連
載
コ
ラ
ム

の
終
回
と
し
て
「
ま
と
め
」

を
書
こ
う
と
、
〈
筆
を
進
め

て
〉
い
る
。
今
日
的
に
は

〈
キ
ー
ボ
ー
ト
を
打
っ
て
〉

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
時
代

と
と
も
に
所
作
も
変
化
し
、

そ
し
て
言
い
回
し
表
現
も
変

わ
る
。
人
間
は
、
同
じ
く
生

き
物
で
あ
る
地
球
を
舞
台

に
、
相
手
に
し
、
造
作
し
、

形
を
変
え
、
そ
の
顔
と
表
情

の
ほ
か
お
そ
ら
く
血
流
を
も

変
え
た
。
人
間
は
Ｈ
ｕ
ｍ
ａ

ｎ 

ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
と
い
い
、

人
間
と
人
間
以
外
の
動
物
と

は
明
確
に
こ
れ
ま
で
は
分
け

て
き
た
。

し
か
し
そ
の
立
場
は
変
わ

る
か
も
し
れ
な
い
。
Ａ
Ｉ
の

登
場
に
よ
っ
て
は
、
む
し
ろ

Ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ 

ｈ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ

と
し
て
叫
ぶ
必
要
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
人
間
が
つ
く

っ
た
Ａ
Ｉ
や
人
造
物
に
支
配

さ
れ
る
時
代
の
予
兆
で
あ

る
。
人
間
は
、
作
り
手
（
ホ

モ
・
フ
ァ
ー
ベ
ル
）
と
も
言

わ
れ
る
。
原
子
力
の
科
学
的

発
見
と
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
＝

Ｍ
Ｃ
２
）
の
開
発
は
、
そ
の

魅
力
に
取
り
つ
か
れ
、
日
本

で
の
実
験
を
通
し
て
、
む
し

ろ
核
戦
争
の
危
機
を
増
幅
し

た
。３

・
11
の
原
発
事
故
を
経

験
し
、
原
発
が
、
危
険
で
高

費
用
で
多
年
の
手
抜
き
で
き

な
い
負
荷
を
残
す
（
遺
す
）

こ
と
を
、
学
習
し
た
は
ず
で

は
あ
る
が
、
人
間
は
忘
れ
や

す
い
。
11
年
を
経
る
と
そ
れ

を
忘
れ
、
む
し
ろ
限
界
の
あ

る
科
学
を
過
信
す
る
よ
う
に

な
る
。
そ
れ
が
、
も
う
一
つ

の
人
間
の
本
性
で
も
あ
る
よ

う
で
あ
る
が
、
再
考
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

▼
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　
―
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
対
象

社
会
は
個
人
を
メ
ン
バ
ー

と
し
て
成
立
し
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
個
性
と
能
力
を
持

っ
て
い
る
。
こ
の
連
載
で
履

歴
書
と
し
て
ま
と
め
て
い
る

の
は
、
そ
の
証
で
あ
り
、
履

歴
書
は
新
し
い
時
代
を
つ
く

る
た
め
の
同
志
を
募
る
の
に

も
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
先
に

あ
る
の
は
、
人
間
と
地
球
の

た
め
の
〈
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
〉
で
あ

る
。今

回
、
47
回
の
連
載
と
し

て
紹
介
し
た
方
々
は
、
そ
れ

ぞ
れ
が
意
志
を
も
っ
て
〈
独

自
〉
な
生
き
方
を
為
し
て
こ

ら
れ
た
。
そ
の
履
歴
書
を
、

こ
こ
で
は
ま
ず
「
過
去
」

「
現
在
」「
未
来
」
に
区
分
し

て
概
要
を
述
べ
て
み
た
い
。

以
下
、
コ
ラ
ム
の
回
号
と
氏

名
を
「
○
数
氏
名
」
と
し
て

記
す
こ
と
に
す
る
。

▼
過
去
か
ら
の
い
ざ
な
い

②
青
木
裕
子
氏
は
、
元
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
、
そ

の
後
は
朗
読
家
か
つ
軽
井
沢

図
書
館
館
長
と
し
て
活
動
し

て
き
た
。
日
本
語
と
し
て
の

母
語
の
大
切
さ
で
、
朗
読
は

そ
の
大
切
さ
を
究
め
る
も
の

で
あ
る
と
語
っ
た
。
軽
井
沢

朗
読
館
も
開
設
し
、
谷
川
俊

太
郎
父
子
は
じ
め
が
来
館

し
、
詩
や
音
楽
の
協
奏
を
行

っ
て
い
る
。

⑤
エ
バ
レ
ッ
ト
・
ブ
ラ
ウ

ン
氏
は
、
ア
メ
リ
カ
人
で
は

あ
る
が
、
日
本
人
の
Ｓ
Ａ
Ｍ

Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｉ
の
魂
を
も
つ
。
ネ

ガ
と
な
る
硝
子
板
を
自
作

し
、
世
界
で
一
枚
だ
け
の

「
湿
式
写
真
」
と
し
て
、
日

本
の
伝
統
を
撮
り
残
す
。
そ

の
作
品
は
、
い
ま
主
流
の
デ

ジ
タ
ル
写
真
と
は
全
く
異
な

る
。
ガ
イ
ジ
ン
に
よ
る
日
本

観
察
と
気
合
を
込
め
た
作
品

づ
く
り
で
あ
る
。

⑥
小
野
寺
直
氏
は
、
歴
史

観
の
中
で
日
常
を
送
っ
て
い

る
。
南
朝
１
１
１
代
当
主
と

し
て
の
立
場
と
責
任
を
も

つ
。
こ
の
意
味
に
は
、
満
州

国
建
国
の
背
景
と
そ
の
後
の

係
わ
り
も
あ
る
。
筆
者
は
、

同
氏
を
「
歴
史
は
過
去
と
現

在
の
対
話
で
あ
る
」
と
し

て
、
紹
介
し
た
。

⑫
佐
藤
彌
右
衛
門
氏
は
、

喜
多
方
の
酒
造
の
当
主
。

３
・
11
で
の
福
島
県
の
惨
劇

を
、
会
津
で
た
だ
観
て
い
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
原
発

事
故
の
背
景
に
あ
る
不
条
理

を
正
す
た
め
に
会
津
電
力
を

創
設
し
て
、
地
元
資
源
を
地

元
に
還
元
で
き
る
よ
う
に
し

た
。
そ
れ
は
、「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
」
の
端
緒

と
し
て
称
賛
さ
れ
る
。
原
発

の
犠
牲
を
排
し
「
福
島
」
を

取
り
戻
す
こ
と
を
為
し
た
。

⑭
菅
建
彦
氏
は
、
国
鉄
マ

ン
と
し
て
若
い
頃
は
本
社
勤

務
、
ま
た
欧
州
勤
務
し
世
界

の
鉄
道
を
見
聞
し
た
。
ま
た

鉄
道
文
化
に
つ
い
て
通
底
し

た
。
今
年
は
鉄
道
開
通
１
５

０
周
年
、
講
演
も
お
願
い
し

た
。⑰

田
中
道
彦
氏
は
、
ニ
ュ

ー
ト
ン
の
自
然
哲
学
の
意
味

を
数
学
や
数
式
を
、
信
州
大

学
や
学
会
で
説
き
広
め
て
き

た
。
日
本
の
和
算
に
も
通

じ
、
日
本
の
誇
り
も
伝
え
て

い
る
。

㉑
と
み
ざ
わ
き
ら
ら
氏

は
、
漫
画
家
＆
イ
ラ
ス
ト
レ

ー
タ
ー
。
北
方
領
土
を
ビ
ザ

な
し
交
流
で
訪
問
＆
交
流
し

た
。
ロ
シ
ア
本
国
へ
も
10
回

以
上
訪
問
し
て
い
る
。

㉔
沼
波
勇
一
氏
は
物
故
者

で
は
あ
る
が
、
筆
者
が
同
氏

の
遺
志
を
継
承
す
る
。
地
域

資
源
を
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

活
動
と
し
て
伝
承
＆
実
践
す

る
記
録
を
紹
介
し
た
。

㉕
ね
じ
め
正
一
氏
は
、
著

名
な
小
説
家
＆
詩
人
で
あ

る
。
山
形
県
酒
田
市
の
大
火

を
、
連
載
小
説
『
風
の
棲
む

町
』
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。

朗
読
会
で
酒
田
を
訪
問
し
生

ま
れ
た
出
会
い
が
執
筆
の
動

機
。
小
説
が
地
域
の
活
力
と

な
っ
た
例
で
も
あ
る
。

㊱
マ
ー
テ
ィ
ン
・
モ
リ
ス

氏
は
、
英
国
人
と
し
て
、
日

本
の
伝
統
的
建
築
物
に
つ
い

て
建
築
史
学
と
し
て
調
査
研

究
。
古
民
家
の
保
存
再
生
に

も
有
益
な
視
点
を
提
供
し
て

い
る
。

㊲
山
岸
修
氏
は
、『
現
代

の
眼
』
の
元
編
集
長
で
、
そ

の
後
、
地
域
紙
の
重
要
性
と

必
要
性
に
根
差
し
た
運
動
か

ら
、『
季
刊
日
本
主
義
』
の

刊
行
に
助
力
、
編
集
を
担
当

し
た
。
今
年
、
２
０
２
２
年

12
月
に
急
逝
し
た
。

㊶
寮
美
千
子
氏
は
、
作
家

＆
詩
人
＆
朗
読
家
。
奈
良
少

年
刑
務
所
で
の
社
会
性
涵
養

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
少
年
受
刑

者
た
ち
と
と
も
に
、
文
字
と

し
て
の
詩
＆
言
葉
と
し
て
の

発
表
が
、
心
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
を
実

証
し
た
。

㊺
井
出
亜
夫
氏
は
、
元
・

通
産
官
僚
。
入
省
当
時
、
日

本
は
中
進
国
で
あ
っ
た
故
、

先
進
国
に
す
る
こ
と
が
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
さ
れ
た
。
英
国
留

学
な
ど
経
験
し
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
な

ど
の
法
整
備
で
尽
力
。
い

ま
、
第
３
の
開
国
を
視
野
と

し
主
導
し
て
い
る
。

▼
現
在
へ
の
判
断

④
宇
佐
美
三
郎
氏
は
、
金

属
疲
労
＆
破
壊
学
の
専
門

家
。
日
立
マ
ン
と
し
て
活

躍
、「
世
界
初
以
外
は
無
価

値
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
大

切
に
し
、
現
在
と
現
場
の
進

化
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
警
鐘
。

⑦
河
合
弘
之
氏
は
、
３
・

11
の
原
発
事
故
を
経
験
し
、

日
本
人
が
現
在
に
何
を
す
べ

き
か
を
弁
護
士
＆
法
律
家
と

し
て
裁
判
所
に
問
う
。
脱
原

発
運
動
の
戦
士
で
、
政
府
や

大
企
業
や
大
学
や
官
庁
な
ど

「
原
子
力
ム
ラ
」
と
戦
う
。

同
志
と
し
て
３
０
０
名
の

「
脱
原
発
弁
護
団
全
国
連
絡

会
」
を
結
成
。
市
民
な
ど

に
、
事
実
を
示
し
理
解
を
得

る
た
め
、
脱
原
発
の
映
画
を

製
作
。「
世
代
間
倫
理
」
の

概
念
は
、
未
来
志
向
の
現
世

代
の
倫
理
観
で
あ
る
。

⑩
剱
持
量
人
氏
は
、
43
歳

の
エ
ン
ジ
ニ
ア
。
ア
メ
リ
カ

留
学
を
し
、
外
資
系
の
自
動

車
部
品
会
社
に
勤
務
。
オ
ン

と
オ
フ
の
使
い
分
け
、
時
代

性
を
追
及
し
て
い
る
。

⑯
園
浦
眞
佐
子
氏
は
、
ア

ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。
後
進

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
江
戸
＆

東
京
の
地
域
文
化
と
し
て
育

て
る
。
ア
ー
ト
に
あ
ふ
れ
た

街
を
育
て
る
こ
と
が
使
命
。

⑲
角
川
渉
氏
は
、
高
級
レ

ス
ト
ラ
ン
か
ら
フ
ァ
ミ
レ
ス

ま
で
の
店
舗
デ
ザ
イ
ナ
ー
。

施
主
も
、
お
客
も
、
自
身
も

い
い
も
の
を
つ
く
っ
て
き

た
。
そ
の
名
声
は
バ
チ
カ
ン

に
も
伝
わ
っ
た
。

㉓
西
原
茂
樹
氏
は
、
元
・

牧
之
原
市
長
で
あ
っ
た
が
、

３
期
12
年
の
現
職
市
長
時
代

に
、「
東
京
で
は
な
く
、
地

方
！
」「
大
企
業
で
は
な

く
、
中
小
企
業
！
」
を
掲

げ
、
空
港
建
設
を
進
め
日
中

関
係
を
進
め
た
。
成
果
は
、

Ｍ
Ｉ
Ｊ
Ｂ
Ｃ
（Made In Ja

pan By China

）
と
し
て
展

開
し
て
い
る
。

の
突
き
の
動
作
は
空
手
の
突

き
手
で
あ
る
と
教
え
て
く
れ

た
。
野
口
氏
は
、
小
中
学
生

か
ら
の
空
手
の
普
及
に
尽
力

し
て
い
る
。

㉗
畑
竜
介
氏
は
、
出
張
シ

ェ
フ
で
有
名
。
コ
ロ
ナ
禍
で

家
食
が
人
気
と
な
り
一
般
家

庭
で
は
主
婦
の
負
担
が
増
え

た
の
で
、
彼
は
出
張
し
て
作

り
置
き
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
始

め
た
。
好
評
で
Ｔ
Ｖ
な
ど
に

登
場
し
た
。

㉘
東
実
氏
は
、
コ
ス
モ
食

品
の
社
長
で
、
筆
者
の
住
所

地
に
工
場
を
持
つ
。
カ
レ
ー

の
ル
ー
な
ど
を
製
造
し
て
い

る
。
レ
ト
ル
ト
パ
ッ
ク
の
保

存
食
な
ど
の
う
ち
、
ハ
イ
エ

ン
ド
商
品
が
コ
ン
セ
プ
ト
で

あ
る
。

㉘
舩
見
勝
氏
は
、
72
歳
に

な
る
が
ス
キ
ー
の
メ
ッ
カ
・

蔵
王
ス
キ
ー
場
で
現
役
の
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
。
今
年

は
、
雪
が
多
く
出
番
が
多
い

は
ず
だ
。
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に

は
、
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
Ｚ

Ａ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
の
社

長
で
あ
る
。

㉚
別
府
真
也
氏
は
、
藤
原

歌
劇
団
の
正
団
員
の
オ
ペ
ラ

歌
手
。
千
葉
大
学
大
学
院
工

学
研
究
科
の
筆
者
の
研
究
室

の
出
身
者
。
イ
タ
リ
ア
留
学

を
し
、
タ
イ
ト
ル
ロ
ー
ル
の

バ
リ
ト
ン
オ
ペ
ラ
歌
手
と
し

て
精
進
し
て
い
る
。

㉛
星
素
子
氏
は
美
術
家
＆

言
葉
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
２
行

２
列
の
マ
ト
リ
ク
ス
に
漢
字

を
配
置
し
、
最
大
12
通
り
の

漢
字
熟
語
と
し
て
表
現
す

る
。
漢
字
文
化
国
な
ら
で
は

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
と
な

る
。㉞

ム
ン
ロ
王
子
は
、
東
大

法
学
部
卒
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
。
Ｉ
Ｔ

職
に
端
を
発
し
た
タ
ロ
ッ
ト

占
い
で
は
２
万
人
超
の
人
生

相
談
も
手
掛
け
、
表
現
と
演

出
の
重
要
性
を
認
識
し
、
芸

道
を
実
践
し
て
い
る
。
歌
唱

や
創
作
な
ど
に
も
挑
戦
し
て

い
る
。

㊴
吉
岡
し
げ
美
氏
は
、
詩

を
ピ
ア
ノ
演
奏
と
歌
で
表
現

す
る
「
音
楽
詩
」
の
ジ
ャ
ン

ル
を
構
築
し
45
年
。
国
内
外

で
公
演
し
て
い
る
。
筆
者
は

茨
木
の
り
子
の
行
事
で
出
演

し
て
頂
い
て
い
る
。

▼
未
来
へ
の
憧
憬

③
イ
ト
ー
ノ
リ
ヒ
サ
氏

は
、
イ
ベ
ン
ト
の
プ
ロ
。
地

元
・
法
人
・
出
展
業
者
を
つ

な
ぎ
集
客
し
、「
地
方
の
魅

力
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
」
を
絶

え
ず
企
画
・
運
営
し
地
方
創

生
と
し
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
よ

る
未
来
づ
く
り
を
行
っ
て
い

る
。⑧

木
村
廣
志
氏
は
未
来
を

刻
ん
で
い
る
。
同
氏
は
定
年

後
の
自
身
の
隠
れ
た
才
能
を

活
か
し
社
会
に
貢
献
し
て
い

る
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
カ
ー
ビ

ン
グ
で
愛
ら
し
い
フ
ク
ロ
ウ

な
ど
を
見
事
に
仕
上
げ
る
。

そ
し
て
そ
の
技
を
仲
間
に
伝

え
て
い
る
が
、
師
を
超
え
る

人
は
そ
う
は
い
な
い
。
適
材

適
所
の
通
り
で
あ
る
。

⑨
黒
沼
ユ
リ
子
氏
も
未
来

派
で
あ
る
。
同
氏
は
、
著
名

な
世
界
的
バ
イ
オ
リ
ニ
ス

ト
。
若
く
し
て
才
能
を
発
揮

し
、
プ
ラ
ハ
で
師
を
も
魅
了

し
た
。
メ
キ
シ
コ
留
学
生
と

結
婚
。
メ
キ
シ
コ
移
住
し
文

化
を
高
め
た
。
そ
の
後
、
帰

国
。
メ
キ
シ
コ
と
関
係
の
深

い
千
葉
県
御
宿
町
に
移
住
し

活
動
し
て
い
る
。

⑪
古
在
豊
樹
氏
は
、
千
葉

大
学
の
学
長
や
管
理
者
を
経

験
し
た
が
、
本
質
的
に
は
一

貫
し
て
研
究
者
。
そ
の
道
は

植
物
工
場
の
必
要
性
を
確
信

し
技
術
開
発
と
食
の
確
保
に

尽
力
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
テ
ー
マ

に
合
致
し
て
い
る
。

⑬
七
字
祐
介
氏
は
、
大
成

建
設
で
高
層
商
業
施
設
設
計

開
発
な
ど
を
行
っ
た
建
築

家
。
都
市
を
記
憶
す
る
装
置

と
し
て
未
来
に
残
す
。

㉒
中
村
一
郎
氏
は
三
陸
鉄

道
の
３
・
11
以
降
の
２
代
目

社
長
と
し
て
、
ま
た
山
田
線

も
併
合
し
た
三
鉄
の
新
生
に

向
け
て
、
す
な
わ
ち
未
来
に

向
け
て
舵
取
り
し
て
い
る
。

⑮
善
竹
十
郎
氏
は
狂
言
界

の
大
御
所
で
あ
り
重
要
無
形

文
化
財
保
持
者
。
21
世
紀
の

現
在
、
７
０
０
年
の
歴
史
あ

る
芸
道
で
あ
る
。
目
指
す

は
、
今
日
や
明
日
で
は
な

い
。
１
８
０
年
後
の
23
世
紀

を
展
望
し
て
い
る
。

⑳
寺
脇
研
氏
は
、
文
部
官

僚
と
し
て
生
涯
教
育
と
ゆ
と

り
教
育
の
法
制
度
の
基
礎
と

そ
の
普
及
に
奔
走
し
た
。

「
ゆ
と
り
」
は
未
来
づ
く
り

の
メ
ソ
ッ
ド
で
あ
っ
た
と
筆

者
は
理
解
し
て
い
る
。

㉜
増
田
頼
保
氏
は
、
画
家

で
あ
る
が
そ
の
創
作
魂
は
、

風
車
に
ア
ー
ト
の
付
加
価
値

を
加
え
、
独
自
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
風
車
を
提
供
し
て
い

る
。
異
業
種
交
流
の
地
域
づ

く
り
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

㉝
宮
林
茂
幸
氏
は
、
東
京

農
業
大
学
の
元
教
授
で
、
森

林
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
と
し
た
。
そ
の
現

場
は
、
群
馬
県
川
場
村
と
山

梨
県
小
菅
村
。
前
者
は
利
根

川
、
後
者
は
多
摩
川
の
源
流

で
、
自
然
か
ら
学
ぶ
源
流
大

学
で
、
学
生
や
都
市
の
人
々

へ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
教
え
る
。

㉟
目
黒
真
一
氏
は
、「
宮

脇
方
式
」
に
よ
る
森
の
復
活

者
で
あ
る
。
い
す
み
市
の
海

岸
に
「
森
の
防
波
堤
」
を
構

想
す
る
た
め
に
、
講
演
会
で

指
導
い
た
だ
い
た
。
市
民
参

加
の
植
林
を
未
来
の
た
め
に

活
動
し
て
い
る
。

㊳
湯
澤
魁
氏
は
、
若
者
に

よ
る
地
方
再
生
の
実
践
者
。

福
島
県
白
河
市
に
お
い
て
若

者
の
居
場
所
と
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
「
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｎ

Ｏ
Ｎ
」
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
活
動
し
て
い
る
。

㊸
魯
云
氏
は
、
千
葉
大
学

教
授
と
し
て
、
チ
タ
ン
ボ
ー

ル
に
、
光
触
媒
Ｔ
ｉ
Ｏ
２

（
チ
タ
ン
酸
化
物
）
を
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
す
る
メ
カ
ニ
カ
ル

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
法
（
Ｍ
Ｃ

Ｔ
）
を
開
発
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
不
活
性
化
や
空
気
清

浄
器
へ
の
実
用
化
を
展
開
し

て
い
る
。

㊹
渡
邉
麗
氏
は
、
現
代
書

家
。
書
道
の
道
で
、
将
来
に

古
典
と
な
る
作
品
づ
く
り

（
揮
毫
）
を
実
践
＆
指
導
し

て
い
る
。
何
も
の
に
も
と
ら

わ
れ
な
い
で
生
き
る
こ
と
が

そ
の
原
点
で
あ
る
。

㊻
大
川
時
夫
氏
は
、
現
在

88
歳
。
な
お
元
気
に
新
技
術

の
実
践
に
向
け
開
発
し
て
い

る
シ
ル
バ
ー
・
エ
ン
ジ
ニ
ア

＆
研
究
者
。
シ
ル
バ
ー
世
代

に
刺
激
を
与
え
て
い
る
。
筆

者
と
と
も
に
、
ブ
ル
ネ
ル
ス

ピ
リ
ッ
ト
を
普
及
し
て
き
た

同
志
で
も
あ
る
。

▼
「
過
現
未
」
を
空
気
感
と
し
て

　「
未
来
史
」
を
つ
く
る

以
上
の
よ
う
に
、
３
つ
の

次
元
で
括
る
こ
と
は
、
あ
る

面
で
妥
当
で
分
か
り
易
い
。

し
か
し
、〈
未
来
〉
は
す
ぐ

現
実
の
，〈
現
在
〉
に
な

り
、
ま
た
す
ぐ
に
〈
過
去
〉

に
な
る
。
実
は
こ
う
し
て
過

去
・
現
在
・
未
来
は
、
一
体

で
あ
る
。
そ
れ
を
《
過
現

未
》
と
一
語
（
ひ
と
こ
と
）

で
呼
び
、
い
つ
も
過
去
も
未

来
も
空
気
感
と
し
て
現
在
を

行
動
し
た
い
。

こ
こ
で
大
事
な
こ
と
は
、

未
来
は
、
ま
だ
経
験
し
て
い

な
い
の
で
、
現
在
や
過
去
の

累
積
が
〈
未
来
〉
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
望
ま
し
い
未

来
を
つ
く
る
に
は
、
現
状
を

把
握
し
時
に
は
修
正
を
加
え

て
絶
え
ず
挑
戦
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
重
複
す
る
が
、

現
在
は
す
ぐ
に
過
去
に
な

る
。
そ
れ
は
歴
史
と
も
い
え

る
。
そ
こ
で
筆
者
が
考
え
た

こ
と
は
、《
未
来
史
》
と
い

う
概
念
で
あ
る
。
現
在
や
過

去
に
お
い
て
未
来
に
向
か
っ

て
如
何
に
取
り
組
み
、
挑
戦

し
た
か
の
歴
史
で
あ
る

▼
お
わ
り
に

ま
と
め
と
し
て
、
こ
の
挑

戦
者
の
履
歴
書
が
意
図
す
る

の
は
、
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う

に
人
間
と
地
球
の
持
続
可
能

性
で
あ
り
、
そ
れ
は
国
連
の

志
向
と
合
致
し
て
い
る
と
い

う
の
は
言
い
過
ぎ
だ
ろ
う

か
。
終
わ
り
は
、
始
ま
り
で

あ
る
。

上
掲
し
た
各
人
の
具
体
的

な
活
動
を
記
し
た
履
歴
書

は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
紙
面
を

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
が
、
上

の
氏
名
と
概
略
紹
介
を
索
引

と
し
て
利
用
し
て
頂
け
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

な
お
、
こ
こ
で
上
に
掲
げ

な
か
っ
た
３
者
に
つ
い
て
も

含
め
、
筆
者
の
法
人
の
Ｈ
Ｐ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

読
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
以
下
で
あ
る
。

http://www.kofuza.

com/column4/index.html

㉖
野
口
正
行
氏

は
一
般
財
団
法
人

空
手
道
振
興
会
会

長
。
筆
者
と
は
事

務
所
が
隣
同
ど
う

し
。
雷
神
の
左
手

昨
年
か
ら
比
べ
る
と
今
年

12
月
に
は
25
㌫
ま
で
増
え


